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インターハイ決勝記帳者 体験談報告 

 去る 7 月 29 日～8 月 1 日に女子・8 月 5 日～8 日に男子とインタ－ハイが無事終了しました。 

全 92 試合、スコアカードに名前も載らず影となり記帳者を支えていただいた方、無理を言って日程

調整をしていただいた方、誰一人欠けても無事成功とはならなかった思います。心から感謝いたしま

す、ありがとうございました。 

今回は特別号として、女子・男子の決勝の記帳者 2 名より体験談をご報告いたします。 

【女子決勝記帳者体験談】 

 36 年前石狩市で行われた前回大会はまだ小学生だった為ほとんど覚えていませんでした。インタ－

ハイといっても普段は北海道のチ－ムの試合結果を新聞で勝敗をチェックする程度でした。今大会も

始まるまでは普段と変わらない気持ちで会場入りしましたが、担当球場で第一試合が始まる頃には、

今までと違う全国大会の空気を実感しました。それは、コロナ禍の為大会の観客制限があったり、声

出し応援もできず静かな試合を余儀なくされていた状況での記帳に慣れてしまったからかもしれませ

ん。辛く、苦しく、もどかしい時を過ごしてきた選手達の声出し応援が解禁となり、応援合戦では新

曲『盛り上がりが足りない！』もあり、若さ溢れる大声援・大歓声はどこかお祭り騒ぎのようでし

た。 

決勝記帳は、3 日目 2 時間超えの白熱した試合展開で少し高揚していたところ川辺副記録長から言い

渡されました。最初は冗談かなと思いましたが、目が笑っていなかったので腹を括りました。公式記

録員になってから 20 年。全国大会の決勝戦を担当するのは初めてで、村田記録長からは、高校生に

とって特別なもので、JAPAN を背負う選手たちの大切な一戦であることを伝えられました。両投手の

好投・鉄壁な守備は決勝戦に相応しい素晴らしい一戦で記録員席という特等席で記帳できたことは感

謝しかありません。また、約 2 週間に渡り朝早くから夜遅くまで留守にしていましたが、家族の協力

のお陰で大会に携われたことができ感謝し、この気持ちを忘れずにいたいと思います。 

選手にとってはどの試合も大切な重要な一戦であることを思い、これからも記帳していきたいと思い

ます。 



【男子決勝記帳者体験談】 

 私は、今大会 1 試合記帳担当でしたが残念ながら棄権試合となり本部業務のみとなり、高体連・高

校総体実行委員会等外部への情報共有とスコアカードの点検業務でした。私は全道大会決勝戦は何度

か経験があり、昨年クラブ男子の準決勝を担当させてもらい、投手交代が記録特記事項に掲載される

程交代回数を経験したので、今年は記帳なしでもと思っていました。しかし大会 3 日目に「明日の準

決・決勝記帳者は白紙」という通達をうけ、当日全体会議後記帳者発表となり指名を受けました。 

まさか私？本当に？という驚き、決勝記帳させてもらえるという喜びがあった半面、記帳ミス・判断

ミスしないだろうかという不安、本部業務をしていた以上、点検時に修正箇所が複数あってはいけな

いという気持ちがありました。高校生の大会は特別と聞き、緊張も重なりました。女子の大会を含め

グランドで記帳席にいなかった為、大会の雰囲気、観客の応援、試合のスピード感や審判員の動き、

放送員との連携などを確認する為準決勝を観ていてもどこか上の空、決勝戦の記帳席をどこにしよう

かと着席場所を探して座っていても本部にいても落ち着きません。ただ、「平常心でね、いつも通

り」「貴方が記帳者でよかった」と言葉をいただき、試合開始となるといつも通り楽しく記帳するこ

とができました。これも、普段と違う様子で心配してくれて声をかけてもらった記録先輩方、いつも

と変わらない会話をしてくれた審判員の方、隣で普段と変わらなく対話をしながら補佐をしてくれた

補助記録員の方、本部でバックアップ・集計に備えてくれた記録員の方々、沢山の方に支えられて、

何事もなく（？）集計終了、ホッとしたというのが本音です。 

私は決勝戦の記帳は名誉あることだと思いました。大会の優勝を決める試合を、公式の『記録を残す

一員』となるからです。研修会参加やマニュアルで勉強するだけではなく、現場経験が大事と痛切に

感じ、この経験をこれからの記録員人生の糧とし、邁進していきたいと思います。 

↓男子大会記録員集合写真 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 


